
大学間連携共同教育推進事業 

ふくしまの未来を拓く「強い人材」づくり共同教育プログラム 

③大学生が発信する「入学前教育」 

a)大学生が発信する高大連携 

 

平成 28 年度 シラバス 
 

1 名 称 高大連携によるキャリア形成合同座談会 

2 計 画 者 
所属 福島大学 総合教育研究センター 職名 教授 

氏名 五十嵐 敦 

3 協力する教員 

① 
所属 会津大学短期大学部 産業情報学科 職名 教授 

氏名 平澤 賢一 

② 
所属 郡山女子大学 家政学部 職名 准教授 

氏名 安田 純子 

4 対象となる学生 
学 年 制限なし 

専攻分野等 制限なし 

5 目的とねらい 

進学や就職など高校生の進路形成について，高等教育機関で学ぶ学生たちが高校生とともに考

え情報交換することで，自らのキャリア形成を積極的にとらえ，互いに日常の課題解決と今後

の学びや諸活動に意欲的に取り組めるようにする。 

このことにより、課題探求・解決力、情報発信力、つなぎ・導く力を高めていく。 

6 具体的な計画 

実施時期 内  容 

５～７月 学生スタッフ会議 

 ８月 合同座談会準備会議 

 ９月 県内高校での合同座談会 

１１月 活動のまとめと報告会 
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内容と 

期待される 

学修成果 

 内  容 期待される学修成果 Step 

基本的な姿勢 
地域社会への貢献と学ぶ

意欲 

人権と正義を意識しながら，自発的に大学

での学びを発展的に展望できる。 
４ 

課題探究力 
対外的活動と情報収集力 共同作業を通じた情報収集と独自の方法の

工夫による情報収集ができる。 
４ 

課題解決力 
説明とプレゼンテーショ

ン 

さまざまな情報の整理と分析によって得ら

れた結果を提示できる。 
４ 

情報受信力 

情報発信力 

発見や課題の説明 活動を通じて気付いたことや発見した課題

を説明することができる。 
４ 

つなぐ力 

導く力 

事業評価と改善 共同活動の中でその評価と改善案を出すこ

とができる。 
３ 

目指す 

学修成果 

 
8 関連する科目 キャリア形成論，職業心理学 
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